






要約:

小児慢性特定疾患認定患者の保護者と小児科医に対して、患児の教育と心理療法士、ケー

スワーカーの必要性に焦点を当ててアンケート調査を行った。その結果長期入院を必要と

する患児で、教育への不安を訴える保護者が多数認められ、病院に学校が付随している場

合としていない場合で、教育への不安に差を認めなかった。心理療法士、ケースワーカー

の必要性に関する保護者へのアンケート調査では患児自身に対する必要性は予想に反して

低値であった。


